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図書館のバリアフリー

　私は最近、もっと本を読んでみたいと思う
ようになり、図書館を利用しようと思いまし
た。その時ふと「もし自分が年をとって身体
が不自由になったら、図書館を利用するのは
難しくなるのだろうか」と疑問に思いました。
そこで、大阪市内にある図書館が、障がいの
ある方や高齢の方にとってどのように使いや
すくなっているのかを調べてみることにしま
した。このテーマを選んだのは、本を読むこ
とが生活の楽しみの１つであり、それを誰も
が平等に楽しめるまちづくりが必要だと感じ
たからです。
　大阪市には多くの図書館がありますが、そ
の中でも大阪市立中央図書館はバリアフリー
の取組みが進んでいます。入口にはスロープ
や自動ドアがあり、車いすでもスムーズに出
入りできます。館内の通路は広く、エレベー
ターやバリアフリートイレも設置されてい
て、安心して利用できる環境が整っています。
また、障がいのある方が読書を楽しめるよう
に点字の本や音声で聴ける本、大きな文字で
書かれた本など、様々な資料が用意されてい
ます。職員の方も利用者の立場に立った対応
をしており、困った時にはサポートを受けら
れる点も心強いです。高齢の方にとっても、
図書館は静かで落ち着ける場所であり、読書
を通じて心を豊かにすることができます。新

聞や雑誌を読みに来る方も多く、定期的に開
かれている朗読会や講座などは、地域の人の
交流の場にもなっています。このような活動
は、外出するきっかけとなり、孤立を防ぐ助
けにもなっています。さらに、図書館に行く
ことが難しい方のために「移動図書館」や「本
の宅配サービス」といった取組みも行われて
います。本を届けることで、外出が難しい方
でも自宅で読書を楽しむことができ、知識や
文化へのアクセスの機会が守られています。
　私は今回、図書館について調べてみて、図
書館が単に本を借りる場所ではなく、誰もが
安心して過ごせる居場所であり、地域のつな
がりを作る大切な施設であることを知りまし
た。障がいのある方や高齢の方にも優しい図
書館があるということは、その街全体が優し
いということの表れだと思います。これから
のまちづくりでは、すべての人が安心して利
用できる施設やサービスがますます求められ
ます。私たち一人ひとりも思いやりの心を
もって、誰にとっても過ごしやすい街を目指
していくことが大切だと感じました。
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